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道誠寺報 
どうじょうじ 

一切
いっ さい

壊法
え ほ う

 ・ 不
ふ

放逸
ほ ういつ

 
（すべてこわれる ・ 過ぎ去る ・ 逃げるな 見よ） 

島﨑 暁民 

2022年了善寺臘扇忌にて 

画／百田 稔 



‐2‐ 

 

                  

                  

                  

 

道誠寺 行事日程表 

盂蘭盆会法要 

秋季彼岸法要 

8 月 15 日（月）15 時 

9 月 22 日（木）14 時 

春秋彼岸・盂蘭盆会について 

お寺の本堂では、参詣された皆さ

まと法要をご一緒にお勤めして

います。 

ご参詣のご都合がつかず、御布施

をお送りくださる方は、亡き故人

さまの法名、俗名を書き添えてく

ださい。 

写真のように、お寺にてご記帳

し、お勤めします。 

ご自宅へのお盆・お彼岸のお参り

も承っています！ 
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おみがき会 

同朋会 

7 月 7 日（木）14 時 

7 月 28 日（木） 

同日に、真宗会館で「親鸞聖人ご命日の集い」が

午前 10 時より開催されます。（オンライン配信あり） 

車で現地へ行ってお参りするか、道誠寺でオンライ

ン参加するか、未定です。 

 

はなまつり 

お釈迦さまのお誕生のお

祝いです。30名弱の地域の

子どもたちやお母さん方が

お参りに来てくれました！ 

行事報告 
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親鸞教室 

「真宗の救い」につ

いて聴聞しました。 

Zoom オンラインで

開催されました。本堂

はサテライト会場で

す。ご自宅のパソコン

から参加されている

ご門徒もおられます。 
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お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
老
病
死
の
身
を
忘
れ

て
、
心
の
良
し
悪
し
に
振
り
回
さ
れ
て
い
た
愚
か

さ
に
、
目
が
さ
め
た
。
自
分
の
愚
か
さ
に
気
づ
い

た
ら
、
今
な
す
べ
き
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
。
病

院
の
ル
ー
ル
に
従
い
、
リ
ハビ
リ
に
専
念
す
る
と
肚

が
決
ま
っ
た
。
肚
が
決
ま
っ
た
ら
、
心
の
思
い
悩
み

は
吹
っ飛
ん
で
い
た
。 

 

身
は
正
直
、
あ
り
の
ま
ま
。
心
は
不
正
直
―
と

い
う
の
は
本
当
だ
った
。
（中
略
） 

 

近
来
、
真
宗
の
力
が
失
せ
て
い
る
現
状
を
思
う

に
、
ま
じ
め
な
人
ほ
ど
、
自
分
の
心
の
あ
り
よ
う

を
反
省
し
、
仏
法
に
か
な
う
心
に
な
ろ
う
と
す

る
精
神
論
的
傾
向
に
あ
る
。
本
願
他
力
の
教
え

は
、
存
在
論
と
聞
か
さ
れ
た
。 

親
鸞
教
室
で
「
仏
法
は
精
神
論
で
は
な
く
、

存
在
論
で
あ
る
」（池
田
勇
諦
師
）と
い
う
言
葉
が

響
い
た
。
「
存
在
論
」
に
つ
い
て
、
近
田
昭
夫
師
の

逸
話
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
一
部
抜
粋
し
ま
す
。 

思
わ
ぬ
発
病
で
緊
急
入
院
、
リ
ハビ
リ
病
院
に

移
っ
て
か
ら
も
、
あ
れ
こ
れ
思
い
悩
む
毎
日
だ
っ

た
。
来
し
方
の
八
十
年
も
反
省
す
る
ば
か
り
だ
っ

た
し
、
聞
法
も
中
途
半
端
で
あ
っ
た
こ
と
に
思
い

至
り
、
何
と
か
心
を
立
て
直
し
た
い
と
焦
って
ば
か

り
い
た
。 

そ
ん
な
煩
悶
の
さ
な
か
、
同
室
の
重
病
人
か
ら

助
言
さ
れ
た
。
「
あ
な
た
は
病
人
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。
こ
こ
に
入
っ
た
以
上
、
病
人
に
な
っ
て
病
気
療

養
す
る
こ
と
で
す
」と
。 
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鎌
倉
彫
り
と
の
出
会
い 白

川 

勝
乃 

私
が
深
く
鎌
倉
彫
り
を
知
る
き
っ
か
け
は
、

友
人
の
「面
白
い
と
こ
ろ
に
連
れ
て
行
く
」
と
の
一

言
で
し
た
。
穏
や
か
な
顔
の
中
に
一
本
筋
の
あ

る
五
十
才
過
ぎ
の
婦
人
で
し
た
。 

菊
花
の
描
か
れ
た
白
木
の
盆
、
彫
刻
刀
四

本
、
「
こ
の
刀
で
菊
の
花
を
浮
き
上
ら
せ
、
仕
上

げ
は
漆
を
か
け
ま
す
」
と
の
こ
と
。
そ
れ
は
鎌
倉

彫
り
と
い
う
も
の
で
し
た
。 

私
は
一
目
で
虜
に
な
り
ま
し
た
。
三
十
七
才 

の
こ
と
で
す
。 

現
在
の
「
鎌
倉
彫
り
」
は
、
神
仏
分
離
令
の

後
、
仏
師
で
あ
っ
た
三
橋
鎌
山
と
後
藤
斎
宮
等

に
よ
り
、
木
に
彫
刻
を
す
る
技
術
を
生
か
し
、

生
活
用
具
で
あ
る
工
芸
品
を
作
る
よ
う
に
な
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。 

子
育
て
中
の
私
に
と
って
、
月
二
回
、
夜
間
七

時
か
ら
九
時
迄
の
稽
古
事
は
か
な
り
贅
沢
で
し

た
が
、
家
族
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
、
続
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
縁
あ
っ
て
、
三
橋
鎌
山
の
孫
、
鎌
倉

在
住
の
三
橋
三
郎
先
生
の
指
導
を
受
け
る
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。 

 

門
徒
さ
ん
随
想 
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三
橋
は
身
近
に
あ
る
自
然
の
植
物
を
写
生

し
、
図
案
に
し
た
も
の
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。
三

郎
先
生
も
沢
山
の
植
物
の
図
案
を
作
ら
れ
、

桜
、
つ
ゆ
草
、
吾
亦
紅
、
す
み
れ
等
々
、
心
に
残

る
も
の
が
多
数
あ
り
ま
す
。 

年
の
始
め
に
は
、
制
作
の
計
画
を
話
さ
れ
た

り
、
時
に
は
制
作
中
の
作
品
等
を
見
せ
て
く
だ

さ
り
、
常
に
品
格
を
失
わ
な
い
こ
と
な
ど
も
話
さ

れ
ま
し
た
。
一
生
懸
命
の
勉
強
に
は
ど
こ
迄
も

教
え
て
く
だ
さ
る
が
、
手
を
抜
く
と
そ
れ
な
り

に
終
って
し
ま
い
ま
し
た
。 

鎌
倉
彫
り
に
出
会
っ
て
四
十
年
余
り
、
子
ど

も
の
弁
当
に
木
屑
を
何
度
も
入
れ
て
し
ま
う
ほ 

 

ど
、
日
夜
夢
中
に
な
って
彫
り
、
小
さ
な
教
室
を

も
っ
た
り
、
ま
た
そ
の
仲
間
た
ち
の
こ
と
、
鎌
倉

教
室
の
先
生
の
代
替
わ
り
等
々
を
迎
え
、
今
が

あ
り
ま
す
。 

私
も
八
十
路
を
迎
え
、
作
品
を
友
人
、
知

人
に
託
し
ま
し
た
。 

漆
器
は
使
う
人
に
よ
り
、
ま
た
味
が
変
わ
る

と
の
こ
と
、
皆
さ
ま
が
ど
の
よ
う
に
変
え
て
く
だ

さ
る
の
か
楽
し
み
で
す
。 

 

白川勝乃さん 

鎌倉彫り作品 

お菓子のお皿として 

使ってくださいと寄進
してくださいました 
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過去帳、法名軸、お位牌を見て、故人さま

の命終された年をご確認ください。 

回忌 命終された年 

1周忌 2021 年(令和 3年) 

3回忌 2020 年(令和 2年) 

7回忌 2016 年(平成 28 年) 

13回忌 2010 年(平成 22 年) 

17回忌 2006 年(平成 18 年) 

23回忌 2000 年(平成 12 年) 

27回忌 1996 年(平成 8年) 

33回忌 1990 年(平成 2年) 

50回忌 1973 年(昭和 48 年) 

 

令和 4年（2022年）度の年回忌案内 
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仏事法要について 

○通夜・葬儀をお勤めします。 

段取りやわからないことなどがあれば、お寺までご相

談ください。 

お布施については随意です。 

（ただし、院号法名や東本願寺・真宗本廟に収骨

をご希望の方は、ご本山に相続講金をお納めしますの

で、ご相談ください）℡ 047-337-5305 

枕勤め（枕経）にも伺います。 

○年忌法要（ご法事）をお勤めします。 

法事は亡き方のご命日を縁として、私たち一人ひと

りが仏さまの教えにふれる大切な仏事です。 

お寺の本堂、ご自宅のお内仏前、（墓前）でお勤め

します。日程や場所がお決まりになりましたら、お早目に

お寺へご連絡ください。 

年回法要に当たらない年の祥月命日のお参りをお

勧めします。（例えば、三回忌から七回忌までの間） 

月忌命日（月参り）・お盆（新盆）・お彼岸など、ご

自宅のお内仏への参勤もご依頼ください。 
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あ
と
が
き 

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
っ
て
、
従
来
の
対

面
に
代
わ
って
、
オ
ン
ラ
イ
ン
が
普
及
し
、
葬
儀
や

法
事
な
ど
の
仏
事
の
場
や
、
聞
法
の
場
の
一
助
と

な
っ
て
い
ま
す
。
▼
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
と
も
言
わ

れ
、
従
来
の
対
面
で
の
形
式
が
回
復
し
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
今
後
も
、
ご
葬
儀
や
ご
法
事
な
ど
の
仏

事
、
お
寺
の
行
事
は
、
感
染
症
対
策
の
も
と
執
り

行
って
い
き
ま
す
。
▼
最
近
テ
レ
ビ
の
Ｃ
Ｍ
の
影
響

か
ら
か
、
葬
儀
に
つ
い
て
の
事
前
相
談
が
増
え
て
い

ま
す
。
な
に
か
疑
問
が
あ
れ
ば
、
お
電
話
か
メ
ー

ル
で
お
問
い
合
わ
せ
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

▼
四
月
四
日
に
三
重
県
桑
名
市
の
西
恩
寺
さ
ま
の
同

朋
講
座
へ
、
五
月
二
十
六
日
に
柏
市
の
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
で
開

か
れ
た
門
徒
会
法
話
会
へ
、
六
月
六
日
に
は
愛
知
県
碧

南
市
の
西
方
寺
さ
ま
の
浜
風
臘
扇
忌
へ
。
対
面
で
の
聞

法
会
は
格
別
で
す
！ 

南
無
阿
弥
陀
仏 

（釋
光
生
） 

㊤西恩寺同朋講座 
㊧池田勇諦先生 

㊤浜風臘扇忌 
㊧清澤満之先生墓 
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真宗大谷派 道誠寺 

〒272-0804 

千葉県市川市南大野 

1‐26‐31 

TEL：047‐337‐5305 

URL： 

http://douzyouzi.com 

メールアドレス 

ichikawadojoji 

@gmail.com 

住  職  釋光生 

副住職  釋潤生 

前住職  釋慈敬 

 

 

どうじょうじ 

 

http://douzyouzi.com/

